
 

 

 

 

空母ロナルド・レーガン艦載機の着陸訓練について 

 

 

このことについて、令和２年５月１２日（火）に防衛省北関東防衛局から、空母

ロナルド・レーガン艦載機の着陸訓練の予備飛行場として横田基地が指定されたと

の情報提供がありましたので、お知らせします。 

 なお、横田基地周辺市町基地対策連絡会は、本件について、下記のとおり要請を

行いましたので、お知らせします。 

 

記 

 

 １ 要請日 

   令和２年５月１３日（水） 

 

 ２ 要請先 

   外務大臣 防衛大臣 北関東防衛局長 横田防衛事務所長 

   在日米軍司令官 在日米海軍司令官 米海軍厚木航空施設司令官 

   米海軍第５空母航空団司令官 

   第５空軍司令官 在日米軍横田基地第３７４空輸航空団司令官 

 

 ３ 要請内容 

   別紙１、別紙２及び別紙３のとおり。 

市 民 情 報 提 供 資 料 

企 画 財 政 部 企 画 政 策 課 



別紙１ 

 

空母ロナルド・レーガン艦載機の着陸訓練について（要請） 

 

 

 

令和２年５月１２日（火）、防衛省北関東防衛局から、空母ロナルド・レー

ガン艦載機の着陸訓練について、横田基地が予備飛行場に指定された旨の通告

を受けました。 

横田基地は、人口が密集した市街地に所在しており、周辺住民は、日頃から

昼夜を分かたぬ航空機騒音に悩まされるとともに、事故への不安も抱えていま

す。この上、横田基地本来の機能と異なる訓練が実施され、周辺住民の生活環

境がさらに損なわれることを容認することはできません。 

空母艦載機による着陸訓練が実施されることは、周辺住民の感情悪化を招く

ばかりでなく、ひいては、日米友好関係にも悪影響を及ぼしかねないと懸念し

ています。 

貴職におかれましては、このような状況を十分認識され、昼夜を問わず、横

田基地における空母艦載機による着陸訓練を実施しないよう、米軍に申し入れ

ることを強く要請します。 

 

 

令和２年５月１３日 

 

 

外務大臣 茂木 敏充  殿 

防衛大臣 河野 太郎  殿 

防衛省北関東防衛局長 松田 尚久  殿 

 防衛省北関東防衛局横田防衛事務所長 和田 善徳 殿 

 

        

横田基地周辺市町基地対策連絡会構成市町長 

               立 川 市 長  清 水 庄 平  

               昭 島 市 長  臼 井 伸 介 

               福 生 市 長  加 藤 育 男 

               武蔵村山市長  藤 野  勝 

               羽 村 市 長  並 木  心 

               瑞 穂 町 長  杉 浦 裕 之 

 

幹 事  立 川 市 長  清 水 庄 平 

 

 

 



別紙２ 

 

空母ロナルド・レーガン艦載機の着陸訓練について（要請） 

 

 

 

令和２年５月１２日（火）、防衛省北関東防衛局から、空母ロナルド・レー

ガン艦載機の着陸訓練について、横田基地が予備飛行場に指定された旨の通告

を受けました。 

横田基地は、人口が密集した市街地に所在しており、周辺住民は、日頃から

昼夜を分かたぬ航空機騒音に悩まされるとともに、事故への不安も抱えていま

す。この上、横田基地本来の機能と異なる訓練が実施され、周辺住民の生活環

境がさらに損なわれることを容認することはできません。 

空母艦載機による着陸訓練が実施されることは、周辺住民の感情悪化を招く

ばかりでなく、ひいては、日米友好関係にも悪影響を及ぼしかねないと懸念し

ています。 

貴職におかれましては、このような状況を十分認識され、昼夜を問わず、横

田基地における空母艦載機による着陸訓練を実施しないよう、強く要請します。 

 

 

令和２年５月１３日 

 

 

在日米軍司令官 ケビン・Ｂ・シュナイダー中将  殿 

在日米海軍司令官 ブライアン・フォート少将  殿 

米海軍厚木航空施設司令官 ロイド・マック大佐 殿 

米海軍第５空母航空団司令官 マイケル・ローベンノルト大佐 殿 

 

        

横田基地周辺市町基地対策連絡会構成市町長 

               立 川 市 長  清 水 庄 平  

               昭 島 市 長  臼 井 伸 介 

               福 生 市 長  加 藤 育 男 

               武蔵村山市長  藤 野  勝 

               羽 村 市 長  並 木  心 

               瑞 穂 町 長  杉 浦 裕 之 

 

幹 事  立 川 市 長  清 水 庄 平 

 

 

 

 



別紙３ 

 

 

空母ロナルド・レーガン艦載機の着陸訓練について（要請） 

 

 

 

令和２年５月１２日（火）、防衛省北関東防衛局から、空母ロナルド・レー

ガン艦載機の着陸訓練について、横田基地が予備飛行場に指定された旨の通告

を受けました。 

横田基地は、人口が密集した市街地に所在しており、周辺住民は、日頃から

昼夜を分かたぬ航空機騒音に悩まされるとともに、事故への不安も抱えていま

す。この上、横田基地本来の機能と異なる訓練が実施され、周辺住民の生活環

境がさらに損なわれることを容認することはできません。 

空母艦載機による着陸訓練が実施されることは、周辺住民の感情悪化を招く

ばかりでなく、ひいては、日米友好関係にも悪影響を及ぼしかねないと懸念し

ています。 

貴職におかれましては、このような状況を十分認識され、昼夜を問わず、横

田基地における空母艦載機による着陸訓練を実施しないよう、海軍に申し入れ

ることを強く要請します。 

 

 

令和２年５月１３日 

 

 

第５空軍司令官 ケビン・Ｂ・シュナイダー中将  殿 

在日米軍横田基地第 374空輸航空団司令官 

       オーティス・Ｃ・ジョーンズ大佐  殿 

 

        

横田基地周辺市町基地対策連絡会構成市町長 

               立 川 市 長  清 水 庄 平  

               昭 島 市 長  臼 井 伸 介 

               福 生 市 長  加 藤 育 男 

               武蔵村山市長  藤 野  勝 

               羽 村 市 長  並 木  心 

               瑞 穂 町 長  杉 浦 裕 之 

 

幹 事  立 川 市 長  清 水 庄 平 
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